
凡例Ⅰ

1　見出し、表記
⑴　新聞・放送などの現場で、用字用語上、問題になる語句
を収録し、五十音順に配列した。見出し総数 1万4524。
⑵　見出しは、和語・漢語は平仮名、外来語（一部の社名
などを含む）は片仮名で示した。ただし、登録商標や言
い換えるべき語には、漢字・ローマ字・記号も用いた。
⑶　見出しはアンチック体、新聞・放送での標準表記はゴ
シック体で表した。ただし、見出しがそのまま標準表記
である場合には、見出しをゴシック体で表した。
例：あおにさい　青二才
　　あわや　危うく。マイナスの意味合いで使う。

⑷　標準表記が揺れている場合は複数の表記を示した。
例：あいまい　曖昧・あいまい

⑸　［　］内に標準表記以外の表記を示した。ただし、見
出し語の標準表記に関する◆、◇、☆、★、付の情報は、
［　］内に標準表記を再掲して示した。
例：あいしょう　相性［合性］
　　しし　獅子［獅

◆

子］
⑹　固有名詞には［　］を原則として付さない。ただし、広
く通用している旧字体・異体字は［　］内に示した。
例：ひだ　飛驒
　　いつくしま　厳島［嚴

◆

島］
⑺　外来語には［　］内に原語を、その言語名とともに示
した。次の漢字で言語名を略記した（英語は無印）。
　　伊＝イタリア語、西＝スペイン語、独＝ドイツ語、仏＝フラ
ンス語、葡＝ポルトガル語、蘭＝オランダ語、露＝ロシア語
例：アーチ［arch］　アグレマン［仏 agrément］

2　言い換え
⑴　難しい語については、見出し語の標準表記を示すほ
かに、 言い換え 以下に、言い換え語の例を示した。
例：かくはん［攪

◆

拌
◆

］ 言い換え かき混ぜる、かき回す
⑵　ただし、見出し語を使うことのない場合には、→の後

ウラの見返しに続く▶

に言い換え語の例を示した。
例：かんよう［涵

◆

養］→育成、養成、蓄える
⑶　誤用や重言、差別的その他の理由により、見出し語を
使わない場合も、→の後に言い換え語の例を示した。
例：×お求めやすい →お求めになりやすい
　　外人 →外国人

⑷　登録商標（特定商品名）には 商を付し、続いて商標
権者を〔　〕 内に添え、→の後に一般名の例を示した。
例：セロテープ 商〔ニチバン〕→セロハンテープ

⑸　外来語などで、その語形を使わず、見出しの形に統一
することを示す場合には、（←　）で表した。
例：アイデア［idea］（←アイディア）

⑹　外来語には、言い換えや説明の語句として使えるもの
を列挙した。
例：サマリー［summary］   要約。要旨。総括。概要。

3　略号・記号
アク　アクセント。
　　　①平板型。例：キリ（霧）　アオイ（葵）
　　　②起伏型。例：ツ エ（ ）   アオ イ（青い）   キモ （肝）
　　　　　　　　　　ジュ ー-ヨニ ン（14 人）
　　　※ - は、アクセントの単位の区切りを示す。

※「『時』を表す言葉のアクセント」「鼻濁音（カ・キ・ク・
ケ・コ）」「複合語のアクセント」は各コラムを参照。

言い換え　別の言葉への置き換え。※「２ 言い換え」参照。
意味　意味に注意。
ポイント　表記の使い分けの注意点。
読み　読み（アンチック体）に注意。
世論調査　文化庁「国語に関する世論調査」の調査語句。
類語　意味が紛らわしく、区別に注意。
学　『学術用語集』での表記。例：学超伝導
重　重言。例：重「満天の星空」
商　登録商標。例：あせ知らず 商〔紀陽除虫菊〕



凡例Ⅱ

付　常用漢字表付表の語。例：ひとり　［付一人］
放　放送で使う読みなど。例：マネジャー　放マネージャー
略　略語。例：パワーハラスメント　略パワハラ
類　類語。類句。例：一挙一動　類一挙手一投足
◆　常用漢字表にない漢字。例：かいざん　［改竄

◆

］
◇　常用漢字だが同表にない音訓。例：みとる　［看

◇

取る］
☆　2010 年の常用漢字表改定で、新たに追加された漢字、
付表の語。例：あざける［嘲

☆

る］　　まじめ［付
☆

真面目］
★　2010 年の常用漢字表改定で、従来字種に追加された
音訓、変更された付表の語。
　　例：かんがみる［鑑

★

みる］　　かあさん［付
★

母さん］
◎　『同音の漢字による書きかえ』（1956 年国語審議会報
告）により書き換えた漢字。例：きはく　希

◎

薄［稀
◆

薄］
　　　 表内字の熟字訓など、読み仮名無しで使う慣用表記。 

例：いなり　稲荷
×　①誤字。誤った語形・読み。規定に反する形。
　　　例： 肝に命

×
じる　×赤子をひねるよう　アガリス×ク×　

いすず
×
自動車　いなづ

×
ま

　　② 誤用。誤解を生じる使い方。違和感を覚える人が多
い語義。

　　　例： あわや　×「あわや世界新記録を達成」 
一姫二太郎　×娘１人、息子２人。

△　①その読みもあるが、放送では使わない。
　　　例：すうききょう　枢機卿　△すうきけい
　　②新語義。新用法。新聞・放送では避けている表現。
　　　例： 帯同　△同行する。一緒に赴く。  

△爆弾低気圧 →急速に発達する低気圧
↔　対義語。対義字。例：最小〔↔最大〕　暑い〔↔寒〕
= 　 用例などの合併。例：｢合口が=いい・悪い｣

※「合口がいい」および「合口が悪い」を表す。
＊　注記。関連情報。
〔　〕　補注。分野。商標権者。
☞　空見出し。以下の項目を参考に見よ。

オモテの見返しより

4　アルファベット略語
⑴　本文末尾（五十音の見出しの後）に、A～ Zや数字で
始まる頭字語 1072を掲げた。元の原語表記は［　］内
に示し、その後に日本語表記を挙げた。
例：UN［United Nations］　国際連合。国連

⑵　一つの単語のように読む場合は、（　）内に読みを添
えた。例：AMeDAS（アメダス）

5　コラム
掘り下げて理解したい語句や便利な一覧表をコラムにし、
下記の体裁で掲げた。全 53 項目を以下に記す。

びだくおん　鼻濁音
　語中や語尾で、呼気を鼻に抜いて発音する……





























































アディショナルタイム
陰暦月の異名
映倫（映画倫理委員会）審
査による映画の４区分

エスキモー
エベレスト
行う
お盆
汚名返上
オリンピック開催地
音便
箇
外来語のアクセント
合併
可能動詞
ガムテープ
関西
「来る」と「来たる」
君・さん・ちゃん

刑の時効
公示・告示
「ご教示ください」と 
「ご教授ください」
国民の祝日
サッカーワールドカップ開催地
サミット開催地
３密
「しょうがい」の表記
新語・流行語大賞
数詞
数字の表記
「昴」と「昂」
西暦の表記
先生の名称
逮捕
代用監獄
長寿の祝い（賀寿）
天皇の諡

し

号
ごう

「時」を表す言葉のアクセント
内閣総理大臣
難民
二十四節気
日本
年齢の異称
鼻濁音
避難情報
複合語のアクセント
募金
無声化
読み手・聞き手を不
快にさせない表現

ら抜き言葉
「割る」と「切る」
５W１H
（々同の字点、ノマ点）
・（中点、中黒）



わかりやすく伝える表記のために

2010 年に改定された常用漢字表の前書きには、「法令、
公用文書、新聞、雑誌、放送など、一般の社会生活において、
現代の国語を書き表す場合の漢字使用の目安を示すもので
ある」と記されている。
新聞・通信・放送などの報道機関は、多くの人に情報を伝

える公的役割を担っている。そのため、記事の書き方の工
夫のみならず、読者にとって理解しやすい漢字使用や表記も
心掛けなくてはならない。多くの記者が各自の好みや主観
で難しい漢字を使用したり、表記にばらつきが出たりすると
読者に混乱を招く。
漢字使用は常用漢字表を基本にしている。「からい」は「辛

い」と書けるが、「つらい」を「辛い」とは書けない。常用漢
字表に「つら（い）」という訓が示されていないからだ。また、
「百

ゆ り

合」を「ユリ」と表記するのは、常用漢字表に示された範
囲で表記できない動植物名はカタカナにする、という決まり
を設けているからだ。
漢字や表記のルールだけでは解決しない「言葉」にも日々

悩まされる。在日米軍の駐留経費負担（思いやり予算）の増
加について、「5倍増」とあるのは「5倍に増えるのか」「増え
た分が 5 倍なのか」。普段、何げなく使っている言葉が、突
如としてあいまいになる。正確に伝えるために、どう言葉を
解釈し表現すべきなのか。このような判断に迷う事例など
について、各社の用語担当者が話し合う場がある。それが、
日本新聞協会（報道各社の業界団体）に設置された新聞用
語懇談会だ。
本書の執筆は、新聞用語懇談会関東地区幹事会で長らく
委員を経験している5人が担当した。各社を横断して一般
向けの用語辞典の類いをつくるのは、初の試みだ。社論が
異なる報道機関だが、「わかりやすく伝える」という認識は一
致している。表記のルールも、各社に共通する部分が多い。

本書はそれを基本としたため、語釈を中心とした国語辞
書や表現辞典の類いとは枠組みが異なる。文章を書いた
り直したりするときに判断に悩むであろう事例を中心に、新
聞や放送の表記ルールを可能な限り示したものだ。執筆・
編集・校閲を担う方々に、実践の場で対応できる用字・用語
辞典を目指した。また、放送や朗読ボランティアに従事する
方々の利便も考え、必要と思われる語にはアクセント記号を
付し、口語での表現にも注意を払った。注意すべき固有名
詞や登録商標なども取り上げた。「数字の表記」や「5W1H」
など、役に立つコラムも掲載した。
本編は横組みにして五十音順に並べ、凡例を本書の見返

し部分に載せた。付録に載せた常用漢字、表外漢字、簡体
字の一覧は縦組みとして、ページの逆方向から示した。
言葉の変化は早い。本書の執筆を始めて約５年。社会

状況は変化し続けた。「豚
とん

コレラ」と称されていた豚やイノシ
シの伝染病は、2019年11月に「クラシカル・スワイン・フィー
バー」の略称である「CSF」にすると農林水産省が発表した。
その後、2020 年2月5日に施行された改正家畜伝染病予
防法で「CSF」の和名は「豚コレラ」から「豚

ぶた

熱
ねつ

」に改められ
た。ほどなく新型コロナ感染症が新たな脅威として世界を
混乱に陥れ、「３密」などの言葉を生み出した。
本書は校了ギリギリまでこうした動きを追ったが、残念な

がら追いきれない部分もあったかと思う。身近に起こる言
葉の変化を感じながらお使いいただければと思う。
さまざまな角度から、これまでの用字・用語集にはない「使
える！」ものを用意したつもりだ。文章表記の悩みに少しで
も応えられれば、これにまさる喜びはない。

2020 年初夏　編著者を代表して

前田安正
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ああ ア・
アーカイブ［archive］　記録。保存記録。記録保存。資料館。
アーキテクチャー［architecture］（←アーキテクチャ）　建築。
構造。構成。

アーケード［arcade］　屋根のある商店街。
アース 商〔アース製薬〕→殺虫剤
アーチ［arch］　①弓形のもの。②〔野球〕 本塁打。＊ライナー
など弧を描かない打球はアーチとは言わない。
アーティスティックスイミング［artistic swimming］　シンク
ロナイズドスイミングから改称。略 AS
アーティスト［artist］（←アーチスト）
アーティフィシャル［artificial］　人工的。人為的。
アートネイチャー 商〔アートネイチャー〕→かつら
アートフラワー   使用可。＊登録商標は「深雪アートフラワー」
〔深雪スタジオ〕 など。一般名称は「造花」。
アーバン［urban］　都会的。上品な。
アーモンドチョコレート   使用可。＊登録商標は「グリコアー
モンドチョコレート」〔江崎グリコ〕 など。

アール［仏 are］　一辺が 10メートルの正方形に相当する面
積。100 平方メートル。a。

あい
アイ　〔植物〕
藍［藍

☆

］　〔一般〕「藍色/藍染め」
あい
相　〔接頭語〕 相対・相関関係。「相=異なる・対する・半ば
する・乗り」
合い　合致。程度。互いに同じ動作をする。「合いの手/
意味合い」
会い　人と人とがあう。「会いに行く」
あい［間

◇

］　あいだ。「谷あい」
あいあいがさ　相合い傘［相 傘々］
あいいれない　相いれない［相容

◇

れない］
あいうち　相打ち［相討ち・相撃ち］　「相打ちになる」
アイエイチアイ　IHI　日本企業。＊2007 年に「石川島播磨



2

あ 重工業」から社名変更。
あいおい　地名（群馬県）。
相生　桐生市の地名。
相老　東武・わたらせ渓谷鉄道駅名。

アイカーン（カール）［Carl Icahn］　投資家。（米 1936～）
あいかぎ　合 ［合

☆

］　「合 で開ける」
あいかた
相方　相手役。漫才の一方。
合方　歌舞伎・能などのはやし。はやし方。

あいがも　アイガモ・合いガモ［合鴨
◆

・間
◇

鴨
◆

］　野生のマガモ
とアヒルの雑種。
あいかわらず　相変わらず
あいかん
哀歓　悲しみと喜び。「哀歓を共にする/人生の哀歓」
哀感　もの悲しい感じ。「哀感が漂う/哀感を込めて歌う」

あいがん　愛玩［愛玩
☆

・愛翫
◆

］　「愛玩動物」
「愛玩する」→愛用する、かわいがる
あいぎ　合着［間

◇

着］　春や秋に着る衣服。合服。＊「合着」
には上着と下着の間に着る衣服の意味も。

あいきどう　合気道
あいきゃく　相客　「相客は顔見知りだった」
あいきょう　愛

あい

嬌
きょう

［愛嬌
◆

・愛敬
◇

］ 言い換え 愛らしさ、人なつこ
さ、かわいらしさ　自然に備わった好ましい顔立ちや性行。
「愛

あい

嬌
きょう

を振りまく」　☞愛想
あいくち　合口［合い口］　「合口が=いい・悪い」
あいくるしい　愛くるしい　「子供の愛くるしい笑顔」　愛苦

×
し

い
アイコス［IQOS］ 商〔フィリップモリスプロダクツS.A.〕→加熱
式たばこ

あいことば　合言葉　「合言葉は山と川」
あいごま　合駒［合駒

☆

・間
◇

駒
☆

］　〔将棋〕「合駒に歩を打つ」
アイコン［icon］　コンピューター画面でファイルの内容など
を示した絵や記号。
アイコンタクト［eye contact］　視線による意思疎通・確認。
あいさつ　あいさつ・挨拶［挨

☆

拶
☆

］　「時候のあいさつ」
3

ああいざわ　姓。
相沢　相沢英

ひで

之
ゆき

（政治家。1919～2019）、相沢忠
ただ

洋
ひろ

（考
古学者。1926～1989）
会沢　会沢正

せい

志
し

斎
さい

（水戸藩儒者。1782～1863）、会沢翼
（野球選手。1988～）
愛沢　愛沢寧

やす

堅
かた

（政治家。1849～1929）
藍沢　藍沢弥八（実業家。1880～1969）
鮎沢　鮎沢伊

い

太
だ

夫
ゆう

（幕末の志士。1824～1868）
逢沢　逢沢りな（俳優・ファッションモデル。1991～）　＊
逢沢一郎（政治家。1954～）は「あいさわ」。

アイシャドー［eye shadow］
あいしょう　相性［合性］　「相性が悪い」　アクアイショ ー
あいしょう　愛称　「愛称で呼び合う」　アクアイショー
アイシング［icing］　①冷却（療法）。②粉砂糖を卵白など
でこねたもの。糖衣。

あいず　合図［相図］　「出発の合図」
アイスクリーム、アイスミルク、ラクトアイス　類語
アイスクリーム［ice cream］　乳固形分 15.0％以上、うち
乳脂肪分 8.0％以上。

アイスミルク［和製 ice milk］　乳固形分 10.0％以上、うち
乳脂肪分 3.0％以上。

ラクトアイス［和製 lacto ice］　乳固形分 3.0％以上。
アイスノン 商〔白元アース〕→冷却枕、保冷剤
あいすまぬ　相済まぬ
アイスランド［Iceland］　北大西洋にある共和国。首都はレ
イキャビク。
アイスリーディング［ice reading］　（カーリングで）氷の状態
を読む力。
あいせき
哀惜　人の死などを悲しみ惜しむ。「哀惜の念/亡友を哀
惜する」
愛惜　名残惜しく思う。大切にする。「愛惜の品/青春を
愛惜する」

あいせき　相席［合い席］　「相席させてください」
あいそ・あいそう　愛想　人に良い印象を与える応対や顔付
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あ き。「愛想がいい」
×「愛想を振りまく」→愛

あい

嬌
きょう

を振りまく　☞愛
あい

嬌
きょう

アイソトープ［isotope］　同位元素。
あいたい　相対　当事者が差し向かいで行うこと。「相対で
話をつける」　☞そうたい（相対）

あいたくちがふさがらない　開いた口がふさがらない　あきれ
て物が言えない。
×「見事な活躍に、開いた口がふさがらない」　＊素晴らし
い活躍に接して驚くという場合には使わない。

あいちゃく・あいじゃく　愛着　読み
あいちゃく　〔一般〕 慣れ親しみ、離れがたいこと。
あいじゃく　〔仏教。古語〕 欲望にとらわれること。

あいつぐ　相次ぐ　「悲報が相次ぐ」
あいづち　相づち［相槌

◆

・合いづち］
×「相づちを入れる」→相づちを打つ
アイデア［idea］（←アイディア）
アイテム［item］　項目。事項。品目。道具。武器。
アイデンティティー［identity］　同一性。独自性。自己認識。
アイドリング［idling］   機械や自動車のエンジンを、負荷をか
けずに動かすこと。

アイドリングストップ［和製 idling stop］　停車時にエンジン
を停止すること。
あいなかばする　相半ばする　「功罪・愛憎=相半ばする」
あいにく［生

◇

憎・合憎］　「あいにくなことに/おあいにくさま」
アイヌ　主に北海道に居住している先住民族。
重「アイヌ人」→アイヌ民族、アイヌ　＊「アイヌ」は、アイ
ヌ語で「人間」の意味。

アイヌ犬 →北海道犬
あいのて　合いの手　物事や話の間に挟む動作や言葉。
×「合いの手を打つ」→合いの手を入れる　＊もともと歌
と歌の間に三味線などの楽器で演奏を入れたり、歌な
どの間に手拍子や囃

はや

子
し

詞
ことば

を入れたりすること。
あいのり　相乗り［合い乗り］　「相乗り番組/タクシーの相乗
り」
あいびき［逢

◆

引・媾
◆

曳
◆

］　相愛の二人、特に男女が人目をし
5

あのんで会うことの古風な言い方。
あいびき　合いびき［合挽

◆

・相挽
◆

］　「牛豚肉の合いびき」
あいびょう　愛猫　あいね

×
こ
×

iPhone（アイフォーン） 商〔アップル〕→スマートフォン
あいふく　合服［間

◇

服］　春や秋に着る衣服。主に洋服に言
う。
あいべや　相部屋［相 付部屋・合い付部屋］「寮の相部屋」
aibo（アイボ） 商〔ソニー〕→犬型ロボット　＊名称はartifi-
cial intelligence robot の略で「相棒」にちなむ。1999～
2006 年は「AIBO」、18 年発売の新型は「aibo」に。

あいぼう　相棒［合い棒］　「相棒をこしらえる」
iPod（アイポッド） 商〔アップル〕→携帯音楽プレーヤー、携
帯デジタルプレーヤー

あいま　合間［合い間］　時間的な 間。
×「雲の合間」→雲の切れ間、雲間
あいまい　曖昧・あいまい［曖

☆

昧
☆

］　「曖昧模
も

糊
こ

/責任をあい
まいにする」　愛

×
味
×

あいまって　相まって［相俟
◆

って］　互いに働きかけあって。
一緒になって。相待

×
って

iモード、i-mode（アイモード） 商〔NTTドコモ〕→携帯電話
インターネット接続サービス　＊2026 年 3月にサービス
終了予定。

あいよく　愛欲
◎

［愛慾
◆

］　「愛欲に溺れる」
あいよつ　相四つ　〔相撲〕「相四つに組む」
アイルランド［Ireland］　ヨーロッパの共和国。首都はダブリ
ン。
あいろ［隘

◆

路］→狭（く険し）い道、難関、難点、障害、困難
アイロニー［irony］　皮肉。風刺。反語。当てこすり。
アインシュタイン（アルバート）［Albert Einstein］　ドイツ出
身の理論物理学者。相対性理論を発表。（米 1879～
1955）

あう
会う［逢

◆

う］　人と人とが顔を合わせる。「客・死に目=に会
う/人に会いに行く」
合う　合致。調和。互いに同じ動作をする。「意見・気・
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路を南にとる/小舟を避けるため針路を変更する/日本
の針路」

す ス・
すあし　素足
すい　酸い
×「酸いも辛いもかみ分ける」→酸いも甘いもかみ分ける　
人生経験を重ねて、人情や世情に通じていること。「酸
いも甘いも知る」とも。

すいあげる　吸い上げる　「連結会社の利益を吸い上げる」
スイーツ［sweets］（←スウィーツ）
スイート［sweet］（←スウィート）　「スイートポテト」
スイートルーム［和製 suite room］　ホテルの（豪華な）続き
部屋。

すいか　誰
すい

何
か

［誰
◇

何］　言い換え 呼びとがめる、問いただす　
声をかけて誰かと名を問いただすこと。
Suica（スイカ） 商〔JR 東日本〕→交通系 ICカード
すいかん　水棺　原子炉の格納容器を水で満たすこと。＊
2011 年の東日本大震災で当初使われた「水棺」は「水を
充塡する」などの表現に変えた例もあり、震災後の原発事
故関連において使う際は、具体的な内容を示すようにす
る。☞石棺（せっかん）
すいきょう　酔狂［粋狂・酔興］ 言い換え 物好き、好奇心旺盛
すいきょう・すいごう　水郷　読み　固有名詞は地元の呼び
方に従う。
すいきょう　「水郷日田（大分）」
すいごう　「水郷筑波国定公園・水郷潮来（茨城）/水郷柳
川（福岡）/水郷佐原あやめパーク（千葉）/近江八幡水
郷めぐり（滋賀）」

すいくち　吸い口　「ストローの吸い口」
すいげんち　水源地　＊特に池を指す場合や固有名詞など
は「水源池」とも。
すいこう　推

すい

敲
こう

［推敲
◆

］ 言い換え 文・表現=を練る
すいこう　遂行　読み　つ

×
いこう

すいごう　水郷　読み　☞すいきょう・すいごう
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すいこむ　吸い込む　「新鮮な空気を吸い込む」
ずいしょ　随所［随処］ 言い換え 至る所、あちこち、どこでも
すいしょう　推奨［推賞・推称］　「推奨に値する/推奨銘柄」
すいせい　水生［水棲

◆

］　水中で生息する。「水生=昆虫・植
物・動物・シダ類」

すいせい　彗
すい

星
せい

［彗
◆

星］ 言い換え ほうき星
すいせん　スイセン［水仙］　〔植物〕　アクスイセン、ス イセ
ン
すいせん
推薦　「推薦を受ける/推薦入学」
推選　「（議長の）指名推選（地方自治法で、議長・副議長
などを選出する際、特定の候補者をあらかじめ指定して
会議に諮り、全員の同意によってその者を当選人とする
方法）」

すいぜん　垂
すい

涎
ぜん

［垂涎
◆

］ 言い換え 欲しがる　「垂
すい

涎
ぜん

の的」
すいぞう　膵

すい

臓
ぞう

［膵
◆

臓］
すいたい　衰退

◎

［衰頽
◆

］　「国力の衰退」
すいたい　推

すい

戴
たい

［推戴
☆

］ 言い換え 推挙
すいだす　吸い出す　「ヘビにかまれた毒を吸い出す」
すいつく　吸い付く　「砂鉄が磁石に吸い付く」
スイッチ［switch］　切り替え器具。切り替え装置。
すいとう　出納　「現金を出納する/出納帳」　＊「しゅつのう」
とも。
ずいどう・すいどう［隧

◆

道］→トンネル
すいとりがみ　吸い取り紙
すいのみ　吸い飲み［吸い吞

◆

み］
すいほう
水泡　水の泡。「水泡に帰す（努力や成果が無駄になる）」
水
すい

疱
ほう

［水疱
◆

］　〔医学〕 水ぶくれ。「水疱症」
すいれん　スイレン［睡蓮

◆

］　〔植物〕　＊クロード・モネ（仏
1840～1926）の有名な連作の画題は「睡

すい

蓮
れん

」。アクス イレ
ン
スイング［swing］　「スイングアウト」
すう　吸う　「吸い上げる/吸い殻」
すうき　数奇　「数奇な運命」
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すうききょう　枢機卿［枢機卿
◆

］　△すうきけい
数詞（大まかな基準）
１　一定の基準の前後を表す場合
①○未満　基準の数値に達していない。○は含まれない。
「６歳未満」は、６歳は含まれない。
②○を超える　○を含まず、それより大きい数値を表す。
「10 歳を超える」は、10 歳は含まれない。
③○人以内 /○歳以下 /○歳まで /○歳以前　いずれ
も○を含めてそれより小さい数値を表す。「５人以内」
は５人を含める。＊「令和以前」「第２次大戦以前」な
どは「令和」「第２次大戦」を含まないので、「10 歳以
前」などの数詞とは用法が異なる。従って、「10歳以前」
などとする場合は、読み手の誤解を避けるために「10
歳まで」などとする方が望ましい。
④○歳以上 /○歳から/○歳以後　○歳を含め、それよ
り大きい数値を表す。「５歳以上」は５歳を含める。
２　期間の経過を表す場合
①満○年　ことの起こりから丸々○年を経過したことを
表す。「終戦から満 10 年」は、基本的に1945 年８月
15日から計算して1955 年８月15日に当たる。
②○カ年 /○カ月/○周年　①とほぼ同じだが、それより
緩やかに考えてよい。ただし、「○周年」は災害や事故
などの場合には、できるだけ使用を避ける。
③足かけ○年 / ○年越し/ ○年がかり　いずれも暦年
で○年にわたることを表す。2019 年に起こったことは、
2020 年には「足かけ２年」となる。
④○年ぶり　○年を経過したことを表す。「３年ぶりに
実家に帰った」は実家を出てから、戻るまで満３年を
経過したことを表す。一般的に望ましい状況に戻る場
合に使う。

３　算定基準に注意が必要な場合
①○番目/○回目/○日目　算定の基準は第１番の人・
事物。「目」はそれだけで順位を表すので、「第３番目」
などとはせず「３番目」「第３番」のようにする。
②あと○日　「あと」は完全に残っている部分。発表・発
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信する日が３月２日の場合、開催日などが10日なら「あ
と８日」となる。
③○日先　②と同様、完全に残っている部分を表す。
④○日前　②と③の反対語。
⑤△以下○人 /△はじめ○人 /△ら○人 /△など○件　
いずれも△を含めた数を表す。
⑥△ほか○人　△を別にして○人であることを表す。
「コーチほか 11 人の選手」は、合計 12 人。

数字の表記
　多くの新聞では、日時、年齢、金額、数量などは洋数字
表記を原則としている。ただし、読み手が誤解しないで
読めるよう工夫する必要がある。
１　数字の単位語表記
①１万以上の数には単位語を付ける。ただし、数表など
を除き位取りの点は付けない。「15 万 7423円 / １兆
7800 億人」
②ちょうど千の位で切れる数値は「千」を使って書く。た
だし、数字を並べる場合、科学、経済、スポーツなど
で「千」を使わない方が適当な場合はその限りでは
ない。株式、為替相場などでは「千」を使わずに書く。
「７万８千円 / １億６千万人 / 東証１部の日経平均
株価の終値２万 3000円 /男子 5000メートル決勝」。
＊「1000」は単に「千」としていいが、「万」「億」など上
位の単位語に続く場合は、誤読を避けるため「１千」と
する。「３万１千円 /２億１千万人」
　×「３万千円 /２億千人」とはしない。
２　漢数字を使う主な場合
①「一つ、二つ、三つ……九つ」など「つ」を付けて使う場
合。＊「１人、２人」は洋数字を基本とする。
②慣用句、成句、専門用語、固有名詞に含まれる数字。
「日本一 / 二酸化炭素 / 三寒四温 / 三畳紀 / 三羽が
らす /四天王 / 五十歩百歩 / 東京六大学野球 / 百年
の計 /百八十度の方針転換」
③あいまいな数字を表記する場合。「数十個 / 十数人
/ 二百数十年 / 何百個 / ５千数百個 / １万数千円」　
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×「数 10 個、何 100 個」などとしない。
④読み誤る恐れのある場合。「四、五十キロ/ 五、六百
年前」など。
　×「4、50キロ」は「4.50キロ」、「5、600 年前」は「5,600
年前」などと読めるため洋数字は使わない。＊範囲が
示せる場合は「50～60 年前」のように書く。

３　数字表記における主な注意
①数字の幅を表す場合は、単位語や上位の桁を略さな
い。範囲を示す記号は「～」を使う。「―」を使うと横
書きでは「マイナス」と、縦書きでは「１」と紛らわしいた
め。「100 万～130 万円 / 72～78％」
　＊「100万～130万円」を「100～130万円」とすると「100
円～130 万円」と誤読する可能性がある。また「72～
78％」を「72～８％」と表記すると、示す範囲が異なって
くる。
②小数は縦組みの場合は中点（中黒）を、横組みの場合
はピリオドを使って書く。「円周率は3.1415……」

ずうずうしい［図
◇

し々い］
すうせい　趨

すう

勢
せい

［趨
◆

勢］ 言い換え 大勢、動向、成り行き
ずうたい［図

◇

体］ 言い換え（大きな）体、体つき　「ずうたい
に似合わぬ俊敏な動き」

スーツ［suit］　「スーツケース」
数独 商〔ニコリ〕→ナンバープレース、ナンプレ
スーパーカブ 商〔ホンダ〕→ミニバイク、原付きバイク
スーパーサイクル［super cycle］　長期的な好況局面。
スーパーファミコン 商〔任天堂〕→（家庭用）テレビゲーム機
スーパーフード［super food］　栄養・健康成分が突出して含
まれる栄養価の高い食品。
スーパーマーケット［supermarket］　略スーパー
Zoom（ズーム） 商〔ズーム・ビデオ・コミュニケーションズ〕→
ビデオ会議システム、ビデオ会議サービス
すえ・まつ　末　読み
すえ　「今月末（数日の幅をもたせた意味）」
まつ　「今月末（末日）」　＊「年末」の場合は、数日以上の
幅を持たせることも。
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ずえ
図会　テーマに沿って絵や図を集めたもの。「江戸名所・
国勢=図会」
図絵　絵画。図画。「地獄図絵」

スエード［仏 suède］　なめし革。
すえおき
据え置き　「据え置き=期間・料金」
据置　「据置貯金」

すえおそろしい　末恐ろしい　「末恐ろしい少年」
すえき　須恵器［須

☆

恵器］
すえぜん　据え膳［据え膳

☆

］　「上げ膳据え膳」
すえつけ　据え付け　「据え付け工事」
すえっこ　末っ子　「５人きょうだいの末っ子」
スエット［sweat］（←スウェット）　汗。「スエットスーツ」
すえながく　末永く　「末永くお幸せに」
すえひろがり　末広がり　「運が末広がりに開く」
すえる　据える　「上座に据える/腰・目=を据える/腹に据え
かねる/据え置く」
すおどり　素踊り
スカート［skirt］　〔衣服〕
ずがいこつ   頭蓋骨［頭蓋

☆

骨］   「頭蓋骨骨折の重傷」   ＊「と
うがいこつ」とも。
Skype（スカイプ） 商〔マイクロソフト〕→インターネット電
話サービス、ビデオ電話ソフト

スカウト［scout］　①人材発掘。②ボーイスカウト・ガールス
カウトの略。
すがお　素顔
すかす・すく
透かす・透く　光が通る。「透かし=織り・模様/肩透かし/
透き通る/見え透いた」

すかす・すく［空
◇

かす・空
◇

く］　中身が少なくなる。「手・電
車・胸=がすく/腹をすかす」

すがすがしい［清
◇

し々い］　「すがすがしい朝の空気」
すがた　姿
スカラシップ［scholarship］　奨学金。奨学制度。
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ゑ

ゑ ヱ・
ヱビスビール 商〔サッポロホールディングス〕→ビール　＊
ローマ字表記は「YEBISU」。

Ａ ａ・
AA会議［Asian-African Conference］　アジア・アフリカ会議
AAAS［American Association for the Advancement of 
Science］　全米科学振興協会
A２AD［Anti Access Area Denial］　接近阻止・領域拒否
AAI［Alliance for Automotive Innovation］　自動車イノベー
ション協会〔米〕
AAM［air-to-air missile］　空対空ミサイル
ABC［Audit Bureau of Circulations］　発行部数監査機関
ABC兵器［atomic, biological, chemical weapons］　核・生
物・化学兵器。原子・生物・化学兵器
ABCC［Atomic Bomb Casualty Commission］　原爆傷害調
査委員会〔米〕
ABM［antiballistic missile］　弾道弾迎撃ミサイル
ABS［anti-lock brake system］　アンチロック・ブレーキ・シス
テム
ABS［asset-backed securities］　資産担保証券
ABU［Asia-Pacific Broadcasting Union］　アジア太平洋放
送連合
ABWR［advanced boiling water reactor］　新型（改良型）
沸騰水型軽水炉
ACジャパン［Advertising Council Japan］   ＊公益社団法人。
2009 年に「公共広告機構」から改称。
ACC［All Japan Confederation of Creativity］　＊一般社団
法人。2018 年に「全日本シーエム放送連盟」から改称。
ACD［Asia Cooperation Dialogue］　アジア協力対話
ACEA［仏 Association des Constructeurs Européens d'Auto-
mobiles］　欧州自動車工業会
ACRS［Advisory Committee on Reactor Safeguards］　原
子炉安全諮問委員会〔米〕
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Ａ

ACSA［Acquisition and Cross-Servicing  Agreement］　物
品役務相互提供協定
ADB［Asian Development Bank］　アジア開発銀行
ADC［Antibody-Drug Conjugate］　抗体薬物複合体
ADF［Asian Development Fund］　アジア開発基金
ADF［auto document feeder］　自動給紙装置。自動給紙
機構
ADHD［attention-deficit hyperactivity disorder］　注意欠
陥・多動性障害
ADIZ［air defense identification zone］　防空識別圏
ADR［alternative dispute resolution］　裁判外紛争解決手
続き。裁判以外の紛争解決
ADR［American Depositary Receipt］　米預託証券
ADSL［asymmetric digital subscriber line］　非対称デジタ
ル加入者線
AE［automatic exposure］　自動露出
AEC［ASEAN Economic Community］　ASEAN経済共同
体
AED［automated external defibrillator］　自動体外式除細
動器
AET［assistant English teacher］　（外国人の）英語指導助
手
AF［autofocus］　自動焦点
AFC［Asian Football Confederation］　アジア・サッカー連盟
AfD［独 Alternative für Deutschland］　ドイツのための選択
肢　＊ドイツ政党。
AFDB、AfDB［African Development Bank］　アフリカ開発
銀行
AFL-CIO［American Federation of Labor and Congress of 
Industrial Organizations］　米労働総同盟産別会議
AFM［atomic force microscope］　原子間力顕微鏡
AFN［American Forces Network］　米軍放送網
AFTA［ASEAN Free Trade Area］　ASEAN自由貿易地域
AGM［air-to-ground missile］　空対地ミサイル
AGV［automated guided vehicle］　自動搬送車。自動搬送



常
用
漢
字

1

簡
体
字

表
外
漢
字

１
　
見
出
し
字

・
マ
ス
コ
ミ（
新
聞
社
・
通
信
社
・
放
送
局
）で
は
常
用
漢
字
を
も
と
に
使
用

す
る
漢
字
を
決
め
て
い
る
。
そ
の
２
１
６
６
字
を
次
の
形
で
掲
げ
た
。

【　

】
常
用
漢
字（
通
用
字
体
。
２
０
１
０
年
内
閣
告
示
）。
２
１
３
６
字
。 

　

☆
＝
２
０
１
０
年
に
追
加
さ
れ
た
常
用
漢
字
表
の
字
種
。
１
９
６
字
。

　

★
＝
２
０
１
０
年
に
追
加
さ
れ
た
常
用
漢
字
表
の
音
訓
。
29
音
訓
。

　

×
＝
日
本
新
聞
協
会
新
聞
用
語
懇
談
会
が
使
用
し
な
い
こ
と
を
決
め

た
字
種
。
７
字
。
当
用
漢
字
表
補
正
資
料（
１
９
５
４
年
国
語
審
議
会
報
告
）

で
の
削
除
字（
28
字
）の
一
部
。

　

＝
一
部
の
社
が
字
種
・
音
訓
を
不
使
用（
仮
名
書
き
、な
い
し
読
み
仮
名

付
き
で
使
用
）。

　

△
＝
常
用
漢
字
表
に
は
な
い
が
、一
部
の
社
が
独
自
に
使
用
す
る
音
訓
。

　

常
用
漢
字
表
の
表
外
字
だ
が
、新
聞
で
は
読
み
仮
名
な
し
で
使
用
す

る
漢
字（
特
定
の
熟
語
に
つ
い
て
の
み
使
用
を
認
め
た
漢
字
も
含
む
）。

　

○
＝
新
聞
用
語
懇
談
会
が
使
用
を
決
め
た
字
種
、音
訓
、熟
語
。

　

△
＝
一
部
の
社
が
独
自
に
使
用
す
る
字
種
、音
訓
。

　
人
＝
人
名
用
漢
字
。
戸
籍
法
施
行
規
則
別
表
に
記
載
さ
れ
た
漢
字
。

　

1951

、
1981

＝
表
外
漢
字
字
体
表（
２
０
０
０
年
国
語
審
議
会
答
申
）の「
人
名

用
漢
字
の
字
体
一
覧
」に
掲
載
さ
れ
た
人
名
用
漢
字
の
制
定
年
。
同
表
前

文
に「
常
用
漢
字
に
準
じ
て
扱
う
こ
と
が
妥
当
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
字

体
。

　

2004

＝
２
０
０
４
年
に
新
た
に
追
加
さ
れ
た
人
名
用
漢
字（
常
用
漢
字
表

の
旧
字
体
の
う
ち
人
名
用
漢
字
と
し
て
認
め
ら
れ
た
字
体
な
ど
も
含
ま
れ

る
）。
な
お
、２
０
０
４
年
以
降
の
人
名
用
漢
字
は
法
務
省
が
字
体
の
標
準

を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
表
明
し
て
い
る
。

　

2010

＝
２
０
１
０
年
の
常
用
漢
字
表
改
定
で
削
除
さ
れ
、人
名
用
漢
字
と

な
っ
た
漢
字
。

　
標
＝
表
外
漢
字
字
体
表
に
掲
げ
ら
れ
た
印
刷
標
準
字
体
。

・
見
出
し
字
の
下
に
異
体
字
を（　

）及
び﹇　

﹈で
示
し
た
。

　
（　

）＝
常
用
漢
字
表
に「
い
わ
ゆ
る
康
熙
字
典
体
」と
し
て
掲
げ
て
あ



常
用
漢
字

2

簡
体
字

表
外
漢
字

る
旧
字
体
。
３
６
４
字
体
。

　
﹇　

﹈＝
そ
の
他
の
旧
字
体
、異
体
字
。

　
部
＝
常
用
漢
字
表
、表
外
漢
字
字
体
表
で
３
部
首（
し
ん
に
ゅ
う
／

し
め

す
へ
ん
／

し
ょ
く
へ
ん
）の
略
体「
⻌
／

礻
／

飠
」の
使
用
を
許
容
さ
れ
た
字
体
。

　
デ
＝
常
用
漢
字
表
、表
外
漢
字
字
体
表
で「
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
」と
さ
れ

た
字
形
。

２
　
見
出
し
字
の
配
列

・
最
初
に
掲
げ
た
音
訓
の
五
十
音
順
。
同
音
の
場
合
は
常
用
漢
字
↓
表
外

漢
字
の
順
、そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
は
画
数
順
と
す
る
。
た
だ
し
、同
じ
構
成

要
素
を
持
つ
漢
字
は
比
較
で
き
る
よ
う
同
じ
箇
所
に
ま
と
め
た
。

３
　
音
訓

・
音
は
片
仮
名
、訓
は
平
仮
名
で
示
し
た
。
音
↓
訓
の
順
を
原
則
と
す
る

が
、音
よ
り
も
訓
が
代
表
的
で
あ
る
表
外
漢
字
の
場
合
、訓
↓
音
の
順
で

掲
げ
た
も
の
も
あ
る
。

・
常
用
音
訓
、及
び
新
聞
用
語
懇
談
会（
一
部
の
社
を
含
む
）が
使
用
を
決

め
た
音
訓
、熟
語
を
太
字（
送
り
仮
名
は
細
字
）で
示
し
た
。

ア
あ

亜
（
亞
）人 2004

　
ア

哀
　
ア
イ
・
あ
わ
れ
・
あ
わ
れ

む

挨
☆

　
ア
イ
　

愛
　
ア
イ
　

曖
☆

　
ア
イ
　

悪
（
惡
）人 2004

　
ア
ク
・
オ
・

わ
る
い

握
　
ア
ク
・
に
ぎ
る　

圧
（
壓
）　
ア
ツ

扱
　
あ
つ
か
う　

宛
☆
　
あ
て
る　

嵐
☆
　
あ
ら
し
　

安
　
ア
ン・
や
す
い　

案
　
ア
ン
　

暗
　
ア
ン・
く
ら
い

＊「
闇ア
ン

」の
書
き
か
え
字
。

イ
い

以
　
イ
　

衣
　
イ
・
こ
ろ
も
　

ア

常
用
漢
字

3

簡
体
字

表
外
漢
字

イ 依
　
イ
・エ
　

位
　
イ
・
く
ら
い
　

囲
（
圍
）　
イ
・
か
こ
む
・

か
こ
う

　

医
（
醫
）　
イ

委
　
イ
・
★
ゆ
だ
ね
る　

萎
☆
　
イ
・
な
え
る　

威
　
イ
　

為
（
爲
）人 2004

　
イ
　

畏
☆

　
イ
・
お
そ
れ
る　

胃
　
イ
　

尉
　
イ
　

慰
　
イ
・
な
ぐ
さ
め
る
・
な
ぐ

さ
む

　

異
　
イ
・
こ
と
　

移
　
イ
・
う
つ
る
・
う
つ
す　

偉
　
イ
・
え
ら
い

違
　
イ
・
ち
が
う
・
ち
が
え
る

緯
　
イ

椅
☆
　
イ
　

彙
☆

　
イ
　

意
　
イ
　

維
　
イ
　

遺
　
イ
・ユ
イ
　

域
　
イ
キ
　

育
　
イ
ク
・
そ
だ
つ
・
そ
だ
て

る
・
★
は
ぐ
く
む

磯
○
人 1951

　
い
そ
　

炒
標

　
い
た
め
る　

一
　
イ
チ
・
イ
ツ
・
ひ
と
・
ひ

と
つ

壱
（
壹
）　
イ
チ

逸
（
逸
）人 2004

　
イ
ツ
　

茨
☆﹇

﹈デ﹇

﹈デ
　

い
ば
ら
　「
茨
城
県
」

芋
　
い
も
　

引
　
イ
ン・
ひ
く
・
ひ
け
る　

印
　
イ
ン・し
る
し
　

因
　
イ
ン・
よ
る　

咽
☆

　
イ
ン
　

姻
　
イ
ン
　



常
用
漢
字

4

簡
体
字

表
外
漢
字

ウ員
　
イ
ン
　

院
　
イ
ン
　

淫
☆﹇
淫
﹈　
イ
ン・

み
だ
ら　

陰
　
イ
ン・
か
げ
・
か
げ
る　

飲
　
イ
ン・の
む　

隠
（
隱
）　イ
ン・
か
く
す
・

か
く
れ
る

　

韻
　
イ
ン韵（

別
体
・
簡
体
字
）

ウ
う

右
　
ウ
・ユ
ウ
・
み
ぎ
　

宇
﹇

﹈　
ウ
　

羽
﹇
羽
﹈　
ウ
・
は
・
は
ね
　

雨
　
ウ
・
あ
め
・
あ
ま
　

鵜
△
人 2004

標
　
う
　「
鵜う

飼
い
」

噓
標﹇
嘘
﹈  

う
そ
・
キ
ョ

唄
☆
　
う
た
　

鬱
☆﹇
欝
﹈　
ウ
ツ
　

畝
　
う
ね
　

浦
　
う
ら
　

噂
△
人 2004

標﹇
噂
﹈　
う
わ

さ

　

運
　
ウ
ン・
は
こ
ぶ　

雲
　
ウ
ン・
く
も
　

エ
え

永
　
エ
イ
・
な
が
い　

泳
　
エ
イ
・
お
よ
ぐ　

詠
　
エ
イ
・
よ
む　

英
　
エ
イ
　

映
　
エ
イ
・
う
つ
る
・
う
つ
す
・

は
え
る

　

栄
（
榮
）人 2004

　
エ
イ
・
さ
か

え
る
・
は 

え
・
は
え
る

営
（
營
） エ
イ
・い
と
な
む　

影
　
エ
イ
・
か
げ
　

鋭
　
エ
イ
・
す
る
ど
い　

衛
（
衞
）人 2004

　
エ
イ

易
　
エ
キ
・
イ
・
や
さ
し
い

疫
　
エ
キ
・
ヤ
ク
　

益
　
エ
キ
・
ヤ
ク
　

液
　
エ
キ
　

常
用
漢
字

5

簡
体
字

表
外
漢
字

オ 駅
（
驛
）　
エ
キ
　

悦
　
エ
ツ
　

閲
　
エ
ツ
　

越
　
エ
ツ
・
こ
す
・
こ
え
る　

謁
（
謁
）人 2004

　
エ
ツ
　

円
（
圓
）人 2004

　
エ
ン・

ま
る
い　

延
　
エ
ン・の
び
る
・の
べ
る
・

の
ば
す　

沿
　
エ
ン・
そ
う　

炎
　
エ
ン・
ほ
の
お
　

＊「
焰エ
ン

」の
書
き
か
え
字
。

怨
☆
　

エ
ン・
オ
ン
　

宴
　
エ
ン
　

媛
☆
　
エ
ン
　

援
　
エ
ン
　

園
﹇
薗
﹈人 2004

　
エ
ン・
そ
の
　

煙
　
エ
ン・け
む
る
・
け
む
り
・

け
む
い　

猿
　
エ
ン・
さ
る
　

遠
　
エ
ン・
オ
ン・
と
お
い　

鉛
　
エ
ン・
な
ま
り
　

塩
（
鹽
）　
エ
ン・し
お

演
　
エ
ン
　

縁
（
緣
）人 2004

　
エ
ン・
ふ
ち
　

艶
☆（
艷
）　
エ
ン・つ
や
　

オ
お

汚
　
オ
・
け
が
す
・
け
が
れ

る
・
け
が
ら
わ
し
い
・
よ

ご
す
・
よ
ご
れ
る
・
き
た
な
い　

王
　
オ
ウ
　

旺
☆
　
オ
ウ
　

凹
　
オ
ウ
　

央
　
オ
ウ
　

応
（
應
）人 2004　
オ
ウ・★
こ

た
え
る

往
　
オ
ウ
　

押
　
オ
ウ
・
お
す
・
お
さ
え
る　

欧
（
歐
）　
オ
ウ
　

殴
（
毆
）　
オ
ウ
・
な
ぐ
る　

桜
（
櫻
）人 2004 

　

オ
ウ
・

さ
く
ら

翁
　
オ
ウ
　

奥
（
奧
）人 2004

　
オ
ウ
・
お
く
　



66

簡
体
字

常
用
漢
字

表
外
漢
字

１　

見
出
し
字

・
マ
ス
コ
ミ
常
用
漢
字
表（
1
〜
65
ペ
ー
ジ
）の
見
出
し
字
以
外
で
、字
体

が
問
題
に
な
る
３
１
０
字
を
次
の
形
で
見
出
し
に
掲
げ
た
。

　

表
外
漢
字
字
体
表（
２
０
０
０
年
国
語
審
議
会
答
申
）に
示
さ
れ
た
表

外
漢
字
は
印
刷
標
準
字
体
、人
名
用
漢
字
は
同
表
の「
人
名
用
漢
字
の
字

体
一
覧
」に
掲
げ
る
字
体
、そ
れ
ら
以
外
の
漢
字
は
標
準
的
と
考
え
ら
れ

る
字
体
で
示
し
た
。

　
人
＝
人
名
用
漢
字
。
戸
籍
法
施
行
規
則
別
表
に
記
載
さ
れ
た
漢
字
。

　

1951

、
1976

、
1981

、
1990

＝
表
外
漢
字
字
体
表
の「
人
名
用
漢
字
の
字
体
一
覧
」に

掲
載
さ
れ
た
人
名
用
漢
字
の
制
定
年
。
同
表
前
文
に「
常
用
漢
字
に
準
じ

て
扱
う
こ
と
が
妥
当
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
字
体
。

　

2004

、
2009

＝
そ
の
年
に
新
た
に
追
加
さ
れ
た
人
名
用
漢
字（
常
用
漢
字
表
の

旧
字
体
の
う
ち
人
名
用
漢
字
と
し
て
認
め
ら
れ
た
字
体
な
ど
も
含
ま
れ
る
）。

な
お
、２
０
０
４
年
以
降
の
人
名
用
漢
字
は
法
務
省
が
字
体
の
標
準
を
示

す
も
の
で
は
な
い
と
表
明
し
て
い
る
。

　

2010

＝
２
０
１
０
年
の
常
用
漢
字
表
改
定
で
削
除
さ
れ
、人
名
用
漢
字
と

な
っ
た
漢
字
。

　
標
＝
表
外
漢
字
字
体
表
に
掲
げ
ら
れ
た
印
刷
標
準
字
体
。

　
簡
＝
表
外
漢
字
字
体
表
に
掲
げ
ら
れ
た
簡
易
慣
用
字
体（
２
０
１
０
年

の
常
用
漢
字
表
改
定
で
常
用
漢
字
に
な
っ
た
字
を
除
く
）。

・
見
出
し
字
の
下
に
異
体
字
を﹇　

﹈で
示
し
た
。

　
部
＝
表
外
漢
字
字
体
表
で
３
部
首（
し
ん
に
ゅ
う
／

し
め
す
へ
ん
／

し
ょ

く
へ
ん
）の
略
体「
⻌
／

礻
／

飠
」の
使
用
を
許
容
さ
れ
た
字
体
。

　
デ
＝
表
外
漢
字
字
体
表
で「
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
」と
さ
れ
た
字
形
。

２
　
見
出
し
字
の
配
列

・
最
初
に
掲
げ
た
音
訓
の
五
十
音
順
。
同
音
の
場
合
は
画
数
順
と
す
る
。

た
だ
し
、同
じ
構
成
要
素
を
持
つ
漢
字
は
比
較
で
き
る
よ
う
同
じ
箇
所
に

ま
と
め
た
。

表
外
漢
字

67

簡
体
字

常
用
漢
字

３
　
音
訓
・
使
用
例

・
音
は
片
仮
名
、訓
は
平
仮
名
で
示
し
た
。
音
↓
訓
の
順
を
原
則
と
す
る

が
、音
よ
り
も
訓
が
代
表
的
で
あ
る
表
外
漢
字
の
場
合
、訓
↓
音
の
順
で

掲
げ
た
も
の
も
あ
る
。

・
表
外
漢
字
字
体
表
は
代
表
音
訓
し
か
掲
げ
て
い
な
い
た
め
、参
考
ま
で

に
そ
の
他
の
音
訓
も
示
し
た
。
字
義
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、意
味
を

表
す
訓
や
、使
用
例
を
示
し
た
も
の
も
あ
る
。

・
使
用
例
に
は
読
み
仮
名
を
付
け
た
が
、実
際
の
表
記
で
は
仮
名
書
き
に

し
た
り
、書
き
換
え
、言
い
換
え
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

◎
＝
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え（
１
９
５
６
年
国
語
審
議
会
報
告
）

に
よ
る
代
用
漢
字
。

ア
あ

啞
標﹇
唖
﹈簡　
ア「啞あ

然ぜ
ん

」

鴉
標﹇
鴉
﹈デ﹇

﹈デ

ア
・
か
ら
す

鰺
標﹇
鯵
﹈あ
じ
・
ソ
ウ

「
鰺あ
じ

ヶが

沢さ
わ

町ま
ち

（
青
森
県
）」

飴
標﹇
飴
﹈部   

あ
め・イ

イ
い

韋
標﹇

﹈デ﹇

﹈デ

イ　
「
韋い

駄だ

天て
ん・
韋い

編へ
ん

三さ
ん

絶ぜ
つ

」

葦
人 2004
標﹇

﹈デ

　
﹇

﹈デ　
イ
・
あ
し
・
よ
し

「
葦あ
し

原は
ら

の
国（
日
本

　

の
異
称
）」

溢
人 2004
標﹇
溢
﹈ イ
ツ
・
あ

ふ
れ
る 

「
横お
う

溢い
つ

」
戌
標　

い
ぬ
・
ジ
ュ
ツ
・
シ
ュ

ツ　
「
戌い
ぬ

年ど
し

」

　
＊
戊（
ボ
・
つ
ち
の
え
）、戍（
ジ
ュ
・

ま
も
る
）は
別
字
。

鰯
人 2004
標﹇
鰯
﹈ い
わ
し

「
鰯い
わ
し

雲ぐ
も

」

堙
﹇
堙
﹈ イ
ン

「
堙い
ん

滅め
つ

」

湮
﹇
湮
﹈ イ
ン

「
湮い
ん

滅め
つ

」

ア
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ウ
う

迂
人 2004
標﹇
迂
﹈部  

ウ「迂う

回か
い・迂う

闊か
つ

」
エ
え

穎
標﹇
頴
﹈簡  
エ
イ

「
穎え
い

明め
い

館か
ん

　
（
東
京
都
私
立
中
高
）」　

＊「
頴え

娃い

（
鹿
児
島
県
旧
町
名
、
現
南
九
州

市
）」は
異
体
字
を
使
用
。

翳
標﹇

﹈エ
イ・か
げ・

か
ざ
す

「
陰い
ん

翳え
い

礼ら
い

讃さ
ん（
谷
崎
潤
一
郎
著
）」

冤
標﹇

﹈デ﹇
冤
﹈

﹇
寃
﹈  

エ
ン　
「
冤え
ん

罪ざ
い

」

焰
人 2004
標﹇
焔
﹈ エ
ン
・

ほ
の
お

　

＊「
焰エ
ン

」は「
炎
」に
書
き
か
え
る
。

オ
お

鷗
人 2004
標﹇
鴎
﹈簡
オ
ウ
・

か
も
め

「
武た
け

野の

紹じ
ょ
う

鷗お
う（
室
町
時
代
の
茶
人
）・

森
鷗お
う

外が
い（
小
説
家
）・
白は
く

鷗お
う

大
学（
栃

木
県
小
山
市
）」

襖
人 2004
標﹇
襖
﹈ オ
ウ
・

ふ
す
ま

「
素す

襖お
う（
武
士
の
衣
服
）」

鶯
標﹇
鴬
﹈ オ
ウ
・

う
ぐ
い
す 

「
鶯お
う

宿し
ゅ
く

梅ば
い（
梅
の
一
品
種
）・
鶯
う
ぐ
い
す

谷だ
に

（
東
京
都
台
東
区
）」

カ
か

訛
標﹇

﹈デ　
カ
・

な
ま
り

「
訛か

伝で
ん・
転て
ん

訛か

」

迦
人 2004
標﹇
迦
﹈部　
カ「釈し

ゃ

迦か

・
迦か

葉し
ょ
う（
釈
迦
の
弟
子
）・
迦か

陵
り
ょ
う

頻び
ん

伽が
（
想
像
上
の
鳥
）」

嘩
人 2004
標﹇

﹈デ　
カ
・

か
ま

　

び
す
し
い　
「
喧け
ん

嘩か

・
咲さ
っ

嘩か
（
狂
言

演
目
）」標﹇

﹈デ﹇

﹈デ

ガ
・
ゲ
ン
・
い
ぶ
か
る　
「
怪け

げ
ん

」

人 2004
標﹇
恢
﹈デ 

カ
イ
・

ひ
ろ
い

「
か
い

復ふ
く（
↓
回◎

復
）・
天て
ん

網も
う
か
い

々か
い

疎
に

し
て
漏
ら
さ
ず
」

檜
人 2004
標﹇
桧
﹈人 2004     

カ
イ
・

ひ
の
き

「
檜ひ

扇お
う
ぎ・
檜ひ

山や
ま

振
興
局（
北
海
道
）」　

晦
人 2004
標﹇
晦
﹈ カ
イ
・
み

そ
か
・
く

ら
い　
「
晦か
い

渋じ
ゅ
う・
晦み
そ
か日
・
晦つ
ご
も
り日
」

櫂
人 2004
標﹇

﹈ か
い
・

ト
ウ

「
櫓ろ

櫂か
い

船
・
櫂か
い

未
知
子（
俳
人
）」

咳
標﹇

﹈デ　
ガ
イ
・

せ
き

「
咳が
い

嗽そ
う・
咳が
い

唾だ

珠た
ま

を
成
す
」

漑
標﹇

﹈デ﹇

﹈デ

﹇

﹈デ　
ガ
イ
・
そ
そ
ぐ

「
灌か
ん

漑が
い

」

攪
標﹇
撹
﹈簡　
カ
ク
・

み
だ
す

ウ
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「
攪か
く

拌は
ん

」
摑
人 2004
標﹇
掴
﹈ カ
ク
・

つ
か
む

絣
標﹇
絣
﹈ か
す
り

「
久く

留る

米め

絣が
す
り」澗

標﹇
㵎
﹈カ
ン
・
ケ
ン
・

た
に
み
ず

「
澗か
ん

水す
い（
中
国
・
河
川
名
）・
穴あ
な

澗ま

（
色

丹
島
）」

灌
標﹇
潅
﹈ カ
ン
・

そ
そ
ぐ

　
「
灌か
ん

漑が
い

」
翰
標﹇
翰
﹈ カ
ン

「
書し
ょ

翰か
ん（
↓

書
簡◎

）・
翰か
ん

林り
ん

院い
ん（
中
国
・
唐
代
な
ど

の
役
所
名
）・
宸し
ん

翰か
ん（
天
皇
の
書
）」

諫
標﹇
諌
﹈ カ
ン
・

い
さ
め
る 

「
諫か
ん

言げ
ん・
諫い
さ

早は
や

市（
長
崎
県
）」

翫
標﹇
翫
﹈ ガ
ン
・
も
て

あ
そ
ぶ

「
翫い
と
う（
姓
）／
芝し

翫か
ん・
翫か
ん

右
え衛
門も
ん（
歌

舞
伎
役
者
の
名
）」

巌
人 1951﹇
巖
﹈人 2004   

ガ
ン
・

い
わ
お

「
巌い
わ

谷や

小さ
ざ

波な
み（
童
話
作
家
）・
中な
か

谷た
に

巌い
わ
お（
経
済
学
者
）」　

キ
き

卉
標﹇
卉
﹈デ　
キ「花か

卉き

（
草
花
）」

祁
人 2004
標﹇
祁
﹈部　
キ
・

ケ

「
祁き

山ざ
ん（
中
国
・
山
名
）・
祁け

答ど
う

院い
ん（
鹿

児
島
県
旧
町
名
、現
薩
摩
川
内
市
）」

熙
人 1990﹇
煕
﹈﹇
𤋮
﹈

﹇
熈
﹈ 

キ　
「
康こ
う

熙き

字
典
・
細

川
護も
り

熙ひ
ろ（
元
首
相
）・

　

朴パ
ク

正チ
ョ
ン

熙ヒ
（
韓
国
元
大
統
領
）」

徽
人 2004
標﹇
徽
﹈ キ
・

し
る
し

　
「
徽き

章し
ょ
う（
↓
記◎

章
）・
安あ
ん

徽き

省（
中
国
）・

徽き

宗そ
う（
北
宋
皇
帝
）」

諱
標﹇

﹈デ﹇

﹈デ

キ
・
い
み
な　
「
忌き

諱き

に
触
れ
る
」

祇
人 2004
標﹇
祇
﹈部 　
ギ
・

シ

　
「
祇ぎ

園お
ん

精し
ょ
う

舎じ
ゃ・
地ち

祇ぎ
（
く
に
つ
か

み
）」　

＊
祗（
シ
・
つ
つ
し
む
・
う

や
ま
う
）は
別
字
。

麴
標﹇
麹
﹈簡　
キ
ク
・

こ
う
じ

「
麴
こ
う
じ

町ま
ち（
東
京
都
千
代
田
区
）」

汲
人 2004
標﹇
汲
﹈デ　
キ
ュ

ウ
・

く
む　
「
汐し
お

汲く
み（
歌
舞
伎
舞
踊
の
演

目
）」

人 2004
標﹇
笈
﹈デ　
キ
ュ

ウ
・

お
い　
「き
ゅ
うを
負
う
・
お
い

の
小こ

文ぶ
み

（
松
尾
芭
蕉
著
）」

人 2004
標﹇

﹈デ

　
﹇
廐
﹈デ﹇
厩
﹈﹇
廐
﹈

　
﹇
廏
﹈　
キ
ュ
ウ
・
う
ま
や　

「
き
ゅ
う

舎し
ゃ・き
ゅ
う
む務
員い
ん・

う
ま
や

橋ば
し（
前
橋
の
古
称
）」

炬
標﹇

﹈デ　
キ
ョ
・

コ

「
炬き
ょ

火か

・
炬こ

燵た
つ

」

キ
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１
　
見
出
し
字

・
主
な
中
国
簡
体
字
５
３
０
字
を
見
出
し
字
と
し
た
。
中
国
が
定
め
た
略

字
体
の
ほ
か
、略
字
で
は
な
い
が
日
本
の
字
体
と
の
差
が
大
き
い
も
の
も

便
宜
上「
簡
体
字
」と
し
て
掲
げ
た
。

　
﹇　

﹈
簡
体
字
。
↓
の
下
が
対
応
す
る
日
本
の
字
体
。

・

（
訁
）、
（
糸
）、
（
飠
）、
（

）、
（
車
）、
（
貝
）、
（
見
）

な
ど
の
偏
・
つ
く
り
を
省
略
し
た
字
形
を
持
つ
文
字
や
、使
用
頻
度
の
高

く
な
い
簡
体
字
は
省
略
し
た
。

２
　
見
出
し
字
の
配
列

・
見
出
し
字
の
画
数
順
。

３
　
置
き
換
え
の
注
意

・
簡
体
字
は
、人
名
・
地
名
な
ど
固
有
名
詞
を
含
め
日
本
の
字
体
に
置
き

換
え
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

・
一
つ
の
簡
体
字
に
複
数
の
日
本
の
字
体
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

意
味
や
用
法
に
よ
り
書
き
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
〔
例
〕

（
干
、乾
、幹
）＝

（
干
渉
）、

（
乾
杯
）、

（
幹
部
）

（
云
、雲
）＝
（
言
う
意
味
）、

（
雲
南
省
）

（
沈
、瀋
）＝
（
姓
で
使
う
）、

（
瀋
陽
市
）

（
昆
、崑
）＝ 

（
昆
明
）、

（
崑
山
、昆
山
と
も
）、

（
崑
崙
）

・
日
本
の
字
体
と
同
形
で
も
原
字
が
異
な
る
場
合
は
、本
来
の
字（
を
基
本

に
し
た
日
本
の
漢
字
）に
置
き
換
え
る
。

　
〔
例
〕
（
廠
）

（
児
）

（
幾
）

（
個
、箇
）

（
広
）

（
豊
） 

（
無
）

（
従
）

（
爾
）

（
冊
）

（
網
）

（
価
）

（
衆
）

（
氷
）

（
棄
）

（
傑
）

（
夢
）

（
韻
）
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2
画

　

↓
廠

　

↓
卜　
↓
蔔

　

↓
児

　

↓
几　
↓
幾

　

↓
了　
↓
瞭

3
画

　

↓
干（
姓
。
干
涉
↓
干

渉
）　

↓
乾（
干
杯
↓
乾

杯
）　

↓
幹（
干
部
↓
幹
部
）

　

↓
于（
姓
）　

↓
於

　

↓
才　
↓
纔

　

↓
千　
↓
韆（
秋
千
↓

鞦
韆〈
ブ
ラ
ン
コ
〉）

　

↓
億

　

↓
個　
↓
箇

　

↓
麼

　

↓
広（
州
↓
広
州
）

　

↓
門

　

↓
義

　

↓
衛

　

↓
飛

　

↓
習（
姓
。

近
平
↓

習
近
平
）

　

↓
馬

　

↓
郷4

画

　

↓
豊

　

↓
開

　

↓
無

　

↓
韋

　

↓
云（
言
う
意
味
）　

↓

雲（
南
省
↓
雲
南
省
）

　

↓
専

　

↓
芸

　

↓
庁

　

↓
歴　
↓
暦

　

↓
車

　

↓
岡

　

↓
貝

　

↓
見

2
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↓
気

　

↓
升　
↓
昇（
升
級
↓

昇
級
）　

↓
陞

　

↓
長

　

↓
仆　
↓
僕

　

↓
幣

　

↓
僅

　

↓
従

　

↓
侖　
↓
崙（

↓

崑
崙
）

　

↓
倉

　

↓
風

　

↓
鳳

　

↓
烏

　

↓
為

　

↓
斗　
↓
闘（
斗
争
↓

闘
争
）

　

↓
憶

　

↓
認

　

↓
丑　
↓
醜

　

↓
辦　
＊「

」

は「
弁
公
室
」に
。

　

↓
鄧（
姓
。

小
平
↓

鄧
小
平
）

　

↓
勧

　

↓
隊

　

↓
書5

画

　

↓
戔

　

↓
撃

　

↓
撲

　

↓
節

　

↓
朮　
↓
術（

↓

芸
術
）

　

↓
竜

　

↓
厲

　

↓
滅

　

↓
東

　

↓
盧

　

↓
業

　

↓
帥

　

↓
帰

5
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